
石造六角型舎利塔

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた せきぞうろっかくがたしゃりとう

所在地 美咲町定宗

指定年月日 平成4年4月3日

解説

本堂、三重塔をはじめ、多数の国指定・県
指定重要文化財が残る本山寺の一画に
立つ、石造の六角型舎利塔である。花崗
岩製で、総高142cm。最下部の基礎から、
中台、塔身、屋蓋と、いずれも六角形に成
形し、最上部に愛花と宝珠を頂く。塔身に
「康永三年甲申六月一八日」「大願主覚
清」「仏阿」と刻銘があり、康永3年(1344)に
覚清の発願で造立されたことが知られる。
南北朝時代の様式をよく伝える舎利塔とし
て貴重である。

アクセス方法 ＪＲ弓削駅から車で約15分

公開状況 外観のみ

設備

備考


